
令和元年(2019年)7月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第721号（2）
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）１部50円

正味財産増減計算書

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで　　　（単位 : 円）

勘　定　科　目 本年度決算額 前年度決算額 増　　減

Ⅰ .経常収益

      ①受取会費 17,635,000 17,383,800 251,200

 　     普通会員会費収入 14,010,500 13,660,300 350,200

         特別会員会費収入 3,301,000 3,416,000 △ 115,000

         賛助会員会費収入 323,500 307,500 16,000

      ②寄付金品等収入　　 812,900 43,366,550 △ 42,553,650

      ③雑　 収　 入　　 508,263 299,173 209,090

      経常収益計　　 18,956,163 61,049,523 △ 42,093,360

Ⅱ .経常費用

      ①事業費支出　 21,859,411 21,589,960 269,451

      ②管理費支出 7,178,041 13,134,376 △ 5,956,335

      経常費用計 29,037,452 34,724,336 △ 5,686,884

　当期経常増減額 △ 10,081,289 26,325,187 △ 36,406,476

　　一般正味財産期首残高 169,723,696 143,398,509 26,325,187

正味財産期末残高 159,642,407 169,723,696 △ 10,081,289

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　北
海
道
遠
紋
地
区
支
部

令
和
元
年
春
季
青
少
年

善
行
者
表
彰
状
伝
達
式

の
開
催

令
和
元
年
春
季
青
少
年
善

行
者
表
彰
状
の
伝
達
式
を
五

月
三
十
日
遠
軽
町
教
育
委
員

会
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

善
行
川
柳	

選
者	

東

　
　逸
平

○

ツ
イ
ー
ト
で

　救
護
者
捜
す

　消
防
署

東
京
都

神
鳥
谷
知
己

評
／
災
害
ニ
ッ
ポ
ン
と
言
っ
て
は
叱
ら
れ
ま
す
が
、
風
水
害
、
原
子

力
禍
に
多
く
の
命
が
失
わ
れ
今
も
な
お
、
多
く
の
人
達
が
避
難
先

で
救
護
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ツ
イ
ー
ト
で
救
護
の
手
を
待
つ
状
況

を
斬
新
な
手
法
で
良
く
表
現
し
て
い
ま
す
。

　世
の
先
端
事
象
を
書
き
上
げ
た
作
者
の
新
感
覚
は
「
川
柳
」
と
し

て
も
上
出
来
。
善
行
川
柳
と
し
て
は
最
高
レ
ベ
ル
で
す
。

○

花
び
ら
に

　春
の
光
が

　透
け
て
見
え

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
い
つ
も
な
が
ら
俳
句
の
調
べ
が
漂
っ
て
き
ま
す
ね
。

　こ
れ
に
善
行
の
影
ら
し
き
も
の
が
あ
る
と
良
い
で
す
ね
。

○

介
護
す
る

　我
と
て
や
が
て

　そ
の
身
か
も

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
作
者
も
選
者
も
そ
の
通
り
か
も
。
介
護
者
の
数
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
き
て
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
簡

単
に
受
け
ら
れ
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
寿
命
１
０
０
年

時
代
は
、
健
康
で
介
護
不
要
の
時
代
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

　ほ
か
に
５
作
品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
句
も
と
て
も
良

い
で
す
よ
。

○

古
切
手
で

　社
会
福
祉
に

　お
手
伝
い

大
分
県

佐
藤

　満
洋

評
／
使
用
済
み
切
手
を
は
が
す
作
者
の
温
か
い
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
忘
れ
去
ら
れ
る
く
ら
い
の
小
さ
な
善
行
が
大
事
で
す
ね
。

最
初
に
北
海
道
遠
紋
地
区

支
部
長
よ
り
、
令
和
元
年
春

季
青
少
年
善
行
者
表
彰
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
受
賞
は
町
内
小
、
中
、

高
等
学
校
六
校
で
「
公
共
生

活
へ
の
貢
献
」
活
動
に
寄
与

さ
れ
た
遠
軽
町
立
遠
軽
小
学

校
金
管
バ
ン
ド
、
遠
軽
町
立

東
小
学
校
吹
奏
楽
部
、
遠
軽

町
立
南
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
、

遠
軽
町
立
遠
軽
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
遠
軽
町
立
南
中
学
校

吹
奏
楽
部
、
北
海
道
遠
軽
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
で
す
。

受
賞
の
内
容
は
、
遠
軽
町

開
基
祭
音
楽
パ
レ
ー
ド
、
が

ん
ぼ
う
夏
祭
り
吹
奏
楽
パ

レ
ー
ド
、
ま
た
「
町
民
音
楽

祭
」
へ
の
参
加
、
地
域
住
民
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
招
い
て
定
期
演
奏

会
の
開
催
等
、
吹
奏
楽
の
奏

　　青
森
県
弘
前
支
部

令
和
元
年
度
春
季
・

特
別
善
行
表
彰
伝
達
式

と
祝
賀
会
の
開
催

日
本
善
行
会
弘
前
支
部（
本

間
支
部
長
）
は
六
月
五
日
、

弘
前
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
で
平
成
三
十
年

度
春
季
・
特
別
善
行
表
彰
伝

達
式
を
行
い
、
同
支
部
管
内

の
春
季
受
賞
者
一
団
体
と
銀

章
受
賞
者
一
個
人
に
表
彰
状

な
ど
を
授
与
し
て
栄
誉
を
た

た
え
た
。

終
了
後
は
、
祝
賀
会
が
行

わ
れ
、
和
や
か
な
内
に
終
了

し
た
。

で
る
町
づ
く
り
に
貢
献
し
た

も
の
で
す
。

ま
た
、
遠
軽
高
等
学
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
は
、
平
成

二
十
一
年
旧
遠
軽
町
立
遠
軽

郁
凌
高
等
学
校
を
遠
軽
高
等

学
校
に
統
合
、
生
徒
会
活
動

の
一
環
と
し
て
三
十
二
年
間

継
続
活
動
し
て
き
た
交
通
安

全
奉
仕
活
動
「
無
事
カ
エ
ル
」

運
動
を
遠
軽
高
等
学
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
が
継
承
、
赤
い
羽

根
募
金
街
頭
啓
発
運
動
、
薬

物
乱
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動
、

社
会
福
祉
団
体
等
の
各
種
行

事
へ
積
極
的
に
参
加
、
活
動

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　　大
分
県
大
分
支
部

好
評
！
講
演

ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　尾
畠
春
夫
さ
ん

　
　
　「
日
本
善
行
会
」

＝
尾
畠
春
夫
さ
ん
を
も
っ
と

　知
り
た
い
・
学
び
た
い
＝

三
月
十
五
日
「
尾
畠
春
夫

さ
ん
日
本
善
行
会
」
の
演
題

で
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
で
知
る
尾
畠
さ

ん
は
、
実
際
に
は
ど
ん
な
人

な
の
？
と
い
う
疑
問
に
直
接

お
会
い
し
た
人
か
ら
人
物
像

に
つ
い
て
話
を
聞
き
た
い
と

い
う
要
望
が
、
地
域
の
高
齢

者
サ
ロ
ン
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」

か
ら
大
分
支
部
へ
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。
講
演
の
趣
旨
は
、

尾
畠
春
夫
さ
ん
の
崇
高
な
奉

仕
活
動
を
讃
え
る
と
共
に
、

日
本
善
行
会
に
つ
い
て
の
紹

介
を
含
め
約
一
時
間
行
い
ま

し
た
。
伝
承
者
は
大
分
支
部

長
松
井
猛
で
す
。
会
場
は
満

席
状
態
に
な
り
、
自
治
会
長

や
尾
畠
さ
ん
の
登
山
仲
間
も

出
席
し
会
場
は
活
気
に
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

講
演
の
前
半
は
、
尾
畠
春

夫
さ
ん
を
も
っ
と
知
り
た

い
、
学
び
た
い
を
テ
ー
マ
に
、

尾
畠
さ
ん
の
生
い
立
ち
を
紹

介
。小

学
校
五
年
の
時
、
母
親

急
死
の
為
、
七
人
兄
弟
の
中

で
尾
畠
さ
ん
の
み
が
奉
公
に

出
さ
れ
、
不
遇
な
少
年
時
代

を
過
ご
し
、
慣
れ
な
い
都
会

（
東
京
）
へ
出
稼
ぎ
に
出
て

土
木
作
業
員
（
と
び
職
）
に

従
事
し
、
資
金
を
貯
め
て
魚

屋
に
な
る
夢
を
叶
え
五
十
年

間
真
面
目
に
働
き
、
六
十
五

歳
で
鮮
魚
店
を
き
っ
ぱ
り
辞

め
、
こ
れ
ま
で
世
話
に
な
っ

た
社
会
に
恩
返
し
を
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た

経
緯
を
紹
介
し
ま
し
た
。

尾
畠
春
夫
さ
ん
の

超
越
し
た
奉
仕
精
神
に
学
ぶ

＊
〝
尾
畠
流
〟
の
奉
仕
精

神
と
は
、
揺
る
が
な
い
強
い

目
的
意
識
（
謙
虚
に
他
人
の

為
に
行
動
）

＊
見
栄
、
プ
ラ
イ
ド
を
捨

て
、
誰
か
の
た
め
に
無
心
に

奉
仕
す
る
（
利
他
的
行
動
）

（
見
栄
、
プ
ラ
イ
ド
の
高
い

人
は
、
周
り
の
こ
と
な
ど
お

構
い
な
し
に
行
動
し
、
他
人

を
犠
牲
に
し
て
で
も
自
分
が

生
き
残
ろ
う
と
す
る
人
）

＊
尾
畠
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
見
返
り
を
一

斉
求
め
ず
行
動
で
き
る
人

（
無
償
の
愛
）

後
半
は
日
本
善
行
会
の
存

在
と
基
本
理
念
、
八
十
余
年

の
歴
史
と
事
業
内
容
、
大
分

支
部
の
紹
介
等
行
う
中
、
尾

畠
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
と
日
本
善
行
会
の
理
念
が

合
い
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、

善
行
会
へ
の
理
解
も
深
ま
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
こ

の
講
演
の
反
響
に
よ
り
、
六

月
に
市
内
の
公
民
館
か
ら
ま

た
同
じ
テ
ー
マ
で
の
講
演
依

頼
が
あ
り
、
今
後
も
尾
畠
さ

ん
の
〝
崇
高
な
奉
仕
の
心
〟

を
讃
え
な
が
ら
、
日
本
善
行

会
の
啓
発
活
動
に
微
力
な
が

ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　　群
馬
県
北
毛
支
部

令
和
元
年
度
定
期
総
会

並
び
に
特
別
善
行
表
彰

金
章
・
銀
章
の
伝
達
式

の
開
催

令
和
元
年
度
定
期
総
会
並

び
に
特
別
善
行
表
彰
金
章
・

銀
章
受
賞
者
に
対
す
る
伝
達

式
を
会
員
四
十
七
名
の
出
席

の
も
と
に
、
去
る
六
月
二
日

（
日
）
渋
川
市
伊
香
保
町
所
在

の
「
ホ
テ
ル
松
本
楼
」
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
に
先
立
ち
、
去

る
五
月
十
八
日
、
明
治
神
官

参
集
殿
に
お
い
て
特
別
善
行

表
彰
金
章
・
銀
章
を
受
賞
し

た
六
名
に
対
し
島
村
支
部
長

か
ら
そ
の
功
労
を
た
た
え
、

会
員
に
披
露
す
る
と
共
に
、

支
部
記
念
品
を
添
え
て
伝
達

を
行
い
ま
し
た
。

総
会
は
、
島
村
支
部
長
の

挨
拶
に
続
き
、
本
部
勝
野
堅

介
会
長
の
祝
電
披
露
が
あ

り
、
平
成
三
十
年
度
の
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
、
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
原
案
通

り
決
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
顧
問
一
名
を

も
う
け
、
支
部
長
一
名
、
副

支
部
長
五
名
、
監
事
二
名
、

会
計
書
記
二
名
、
理
事
十
五

名
と
体
制
を
強
化
し
て
、
会

員
総
数
百
三
十
五
名
が
よ
り

し
っ
か
り
し
た
活
動
が
出
来

る
よ
う
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
令
和
元
年
度
の

事
業
計
画
案
並
び
に
収
支
予

算
案
の
審
議
に
入
り
、
支
部

創
立
以
降
継
続
し
て
い
る

「
児
童
養
護
施
設
へ
の
慰
問
・

寄
贈
」、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催
」、「
隠

れ
た
善
行
表
彰
該
当
者
の
発

掘
」、「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」、

「
無
事
カ
エ
ル
の
交
通
事
故

防
止
マ
ス
コ
ッ
ト
作
成
配

布
」、「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

等
の
実
施
に
つ
い
て
、
全
員

一
致
で
決
議
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
終
了
後
、
同
ホ
テ
ル

に
お
い
て
祝
賀
・
懇
親
会
を

行
い
、
受
賞
者
か
ら
「
今
回
、

受
賞
を
受
け
、
善
行
を
継

続
し
て
き
て
心
か
ら
良
か
っ

た
。
身
に
余
る
思
い
で
大
変

嬉
し
い
で
す
。
今
後
も
継
続

し
て
い
き
た
い
。」
な
ど
の
感

想
を
頂
く
と
と
も
に
情
報
交

換
、
融
和
親
睦
を
深
め
合
い

ま
し
た
。

又
、
翌
日
の
三
日
に
は
、

愛
好
者
三
十
名
が
参
加
し
た

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
い
、
会

員
間
の
絆
を
強
く
し
ま
し
た
。




